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一
〇
月
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
あ
と
三
カ
月
で
す
が
、

今
年
、
わ
が
国
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
っ
た
こ
と
／
不
祥

事
／
残
念
な
こ
と
が
医
学
・
医
療
の
領
域
で
起
こ
り
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
は
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
騒
動
―

　

理
化
学
研
究
所
（
理
研
）
か
ら
、「
ｉ
Ｐ
Ｓ
以
外
の
万
能

細
胞
の
作
り
方
を
樹
立
し
た
か
ら
会
見
す
る
」
と
の
連
絡

が
報
道
各
社
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
一
月
三

〇
日
付
け
の
英
科
学
誌
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
に
小
保
方
晴
子

博
士
、
笹
井
芳
樹
博
士
（
理
研
発
生
・
再
生
科
学
総
合
セ

ン
タ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）
ら
の
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ

細
胞
発
見
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
、

各
新
聞
は
一
斉
に
、
一
面
で
大
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
じ
ま

し
た
。
「
新
型
の
万
能
細
胞
作
製　

生
命
科
学
の
常
識
覆

す　

刺
激
す
る
だ
け
で
作
れ
る
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
よ
り
簡
単
（
朝

日
）
」
な
ど
、
ま
た
、
小
保
方
晴
子
博
士
個
人
へ
の
礼
讃
の

ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
カ
月
も
経
た
な

い
内
に
、「
捏
造
と
改
竄
さ
れ
た
論
文
」
で
あ
る
こ
と
が
明

白
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
央
診
療
所
だ
よ
り
四
月
号
で
、
私
は
、
『
理
研
、
政

府
関
係
者
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
、
人
事
の
刷
新
で
す
。
関

係
者
は
研
究
者
と
し
て
の
存
在
意
義
を
失
っ
た
こ
と
は
明

白
で
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
理
研
の
存
在
が
問
わ
れ
る
だ

け
の
こ
と
で
す
』
と
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
「
捏
造
と
改
竄
さ
れ
た

論
文
」
に
関
与
し
た
研
究
者
に
対
す
る
何
の
処
分
も
、
い

ま
だ
に
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
驚
く
べ
き
こ
と

は
、
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
の
存
在
確
認
の
た
め
の
実
験
」
と
、

別
の
話
に
す
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
六
カ
月
、
存

在
確
認
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
シ
ー
発
見
の
た
め

の
よ
う
な
研
究
が
、
国
民
か
ら
集
め
た
税
金
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
不
可
解
な
こ
と
で
す
。
研
究
は
来
年
三
月
末

ま
で
、
予
算
消
化
の
た
め
だ
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
、
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
野
依
良
治
理
事
長
（
二

〇
〇
一
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
）
、
竹
市
雅
俊
セ
ン

タ
ー
長
（
一
九
九
六
年
日
本
学
士
院
賞
受
賞
者
）
の
無
責

任
ぶ
り
、
退
任
勧
告
を
無
視
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
「
再

建
ま
で
」
を
理
由
に
留
任
し
続
け
る
な
ら
ば
、
最
低
、「
給

与
返
上
」
く
ら
い
は
言
う
べ
き
で
す
。

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
論
文
捏
造
事
件
（
理
研
、
二
〇
一
四
年
）

は
、
シ
ェ
ー
ン
研
究
員
（
米
国
・
ベ
ル
研
究
所
）
の
超
伝

導
を
め
ぐ
る
論
文
捏
造
疑
惑
（
二
〇
〇
二
年
）
、 

黄
教
授

（
ソ
ウ
ル
大
）
の
ヒ
ト
胚
幹
細
胞
捏
造
事
件
（
二
〇
〇
五
年
）

に
続
く
、
戦
後
の
世
界
の
科
学
界
の
三
大
論
文
捏
造
事
件

で
す
。
ベ
ル
研
は
民
間
研
究
機
関
で
す
が
、
「
理
研
は
国

民
の
税
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
」
と
の
認
識
ぐ
ら
い
、

理
研
の
責
任
者
に
は
あ
っ
て
も
良
い
は
ず
で
す
。

　

た
だ
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
事
件
の
起
こ
っ
た
根
本
の
原
因

は
、
研
究
者
の
個
人
的
資
質
、
理
研
の
体
質
だ
け
で
な
く
、

わ
が
国
の
科
学
研
究
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
あ
り
ま
す
。

近
年
、
特
に
、
大
学
、
研
究
機
関
の
独
立
法
人
化
（
二
〇

〇
四
年
）
以
降
の
研
究
者
の
身
分
保
障
、
研
究
費
配
分
方
式
、

研
究
体
制
の
改
悪
・
劣
悪
化
が
根
源
で
す
。

　

研
究
者
の
身
分
保
障
：
私
が
京
大
で
助
手
に
な
っ
た
当

時
、
教
授
、
助
教
授
、
講
師
、
助
手
と
い
う
講
座
内
の
身

分
階
層
は
あ
り
ま
し
た
が
、
教
授
に
な
れ
な
く
と
も
、
万

年
助
教
授
、
万
年
講
師
、
万
年
助
手
と
呼
ば
れ
る
先
生
方

が
結
構
い
ま
し
た
。
身
分
は
保
障
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
今
、
若
い
研
究
者
は
、
ま
ず
た
い
て
い
が
任
期
制
で
す
。

小
保
方
博
士
も
ユ
ニ
ッ
ト
・
リ
ー
ダ
ー
と
は
言
え
、
一
年

毎
に
契
約
更
新
の
五
年
年
限
の
「
契
約
社
員
」
で
す
。
毎
年
、

成
果
を
求
め
ら
れ
る
状
況
で
は
、
捏
造
が
起
こ
る
十
分
な

素
地
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

研
究
費
配
分
方
式
：
私
が
助
手
の
ポ
ス
ト
を
頂
戴
し
た

こ
ろ
、
講
座
費
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
教
授
、
助
教
授
、
講

師
、
助
手
と
い
う
身
分
毎
に
一
定
の
金
額
の
配
分
が
あ
り

ま
し
た
。
自
分
の
や
り
た
い
研
究
を
コ
ツ
コ
ツ
続
け
る
余

裕
が
あ
り
ま
し
た
。 『
運
が
よ
け
れ
ば
世
に
認
め
ら
れ
る

が
、
な
い
こ
と
が
多
い
』
が
研
究
者
の
基
本
原
則
で
し
た
。

近
年
は
、
講
座
費
は
激
減
、
無
に
等
し
い
状
況
と
な
り
、
研

究
者
に
は
外
部
資
金
（
科
学
研
究
費
な
ど
の
公
的
資
金
・

民
間
会
社
か
ら
の
寄
付
金
）
の
獲
得
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
時

の
空
気
の
動
向
に
左
右
さ
れ
た
軽
い
仕
事
が
増
え
る
と
と

も
に
、
捏
造
が
起
こ
る
素
地
が
で
き
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

研
究
体
制
：
今
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
か
、

極
端
な
話
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
研
究
心
か
ら
で
は
な
く
、

立
身
出
世
の
場
と
し
て
大
学
・
研
究
機
関
を
選
ん
だ
秀
才

が
、
天
下
の
状
況
を
察
知
し
て
、
立
派
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
説
明
）
を
行
い
、
多
額
の
研
究
費
を
獲
得
し
、
優

秀
な
若
者
を
雇
い
、
若
者
の
知
恵
と
労
働
力
を
搾
取
し
て
、

成
果
を
上
げ
、
学
界
内
で
の
権
力
を
掌
握
す
る
の
が
有
力

な
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長
戦
略
は
こ
の
動
き
に
拍
車
を
か

け
ま
し
た
。
再
生
医
学
の
実
用
化
な
ど
は
、
成
功
に
一
〇

年
～
一
〇
〇
年
単
位
の
年
月
が
必
要
で
す
。「
創
薬
、
創
薬
」

と
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
目
下
、
わ
が
国
の
医
薬
品
の
輸

出
額
は
一
三
八
四
億
円
、
輸
入
額
は
二
兆
五
三
一
五
億
円

と
輸
入
額
の
一
八
倍
強
で
す
。
こ
の
数
値
を
逆
転
す
る
の

は
、
日
本
の
航
空
機
産
業
が
エ
ア
バ
ス
、
ボ
ー
イ
ン
グ
を

追
い
越
そ
う
と
す
る
こ
と
以
上
に
困
難
な
話
で
す
。
法
螺

話
（
ほ
ら
ば
な
し
）
と
補
助
金
と
は
別
の
わ
が
国
の
再
生

を
目
指
す
政
治
手
段
を
模
索
す
べ
き
で
す
。

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
騒
動
は
、
こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の
研
究

体
制
の
な
か
で
、
生
ま
れ
る
べ
き
こ
と
と
し
て
生
ま
れ
て

き
た
こ
と
で
あ
る
と
、
私
は
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

―
基
準
値
騒
動
―

　

四
月
五
日
の
新
聞
各
紙
は
、
日
本
人
間
ド
ッ
ク
協
会
と

健
康
保
険
組
合
連
合
会
（
健
保
連
）
が
『
国
内
で
人
間
ド

ッ
ク
を
受
け
た
人
約
一
五
〇
万
人
の
値
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
が
こ
れ
ま
で
の
基
準
よ
り

高
く
と
も
「
健
康
」
だ
っ
た
。
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク

で
「
異
常
な
し
」
と
す
る
値
を
緩
め
る
』
と
発
表
し
た
こ

と
を
報
じ
ま
し
た
。
以
後
、
週
刊
誌
を
中
心
に
蜂
の
巣
を

つ
つ
い
た
よ
う
な
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
話
題
に
な
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
り

ま
し
た
。
『
医
者
（
学
会
）
は
、
製
薬
会
社
と
組
ん
で
、
病

気
を
作
り
出
し
、
無
用
・
無
駄
な
薬
を
売
っ
て
、
お
金
儲

け
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
』
と
の
疑
惑
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
ま
た
、
こ
の
疑
惑
は
全
く
の
荒
唐
無
稽
（
で
た

ら
め
）
の
話
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
私
自
身
、「
基
準
値
は
、

国
民
の
栄
養
状
態
が
悪
か
っ
た
戦
後
ま
も
な
く
の
時
期
に

若
者
を
中
心
に
算
定
さ
れ
た
数
値
で
あ
っ
て
、
栄
養
状
況

が
向
上
し
た
現
在
、
改
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

高
齢
者
の
基
準
値
が
必
要
で
は
な
い
か
」
、
「
基
準
値
か
ら

逸
脱
（
は
ず
れ
）
し
て
い
た
と
し
て
も
、
治
療
が
必
要
か
。

治
療
効
果
は
確
実
か
」
の
疑
問
を
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
提
言
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
「
余
計

な
こ
と
を
い
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
が
反
応
で
し
た
。「
数

値
の
改
定
は
薬
の
売
上
減
少
に
直
結
す
る
」
以
上
、
わ
が

国
で
は
無
理
な
話
で
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の
問
題
を
契
機
と
し
て
、
国
家
レ

ベ
ル
で
の
再
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
学
会
（
製
薬
会
社
の
代
弁
者
）

の
強
硬
な
反
発
に
会
い
、
残
念
な
が
ら
い
つ
の
ま
に
か
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
医
学
会
会
長
の
高
久
史
麿
先

生
は
「
基
準
範
囲
と
臨
床
判
断
値
は
全
く
異
な
る
概
念
か

ら
生
ま
れ
た
数
値
で
あ
り
、
基
準
範
囲
（
の
上
限
値
・
下

限
値
）
と
臨
床
判
断
値
が
異
な
る
の
が
当
然
で
、
疾
病
の

判
断
、
将
来
の
疾
病
発
症
の
予
測
、
治
療
の
目
標
に
用
い

ら
れ
る
べ
き
は
臨
床
判
断
値
で
あ
る
」
と
強
調
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
理
解
困
難
な
説
明
で
す
。
ま
た
、
不
思
議
な
こ

と
は
、
一
九
九
六
年
以
来
、
生
活
習
慣
病
対
策
を
推
進
し

て
き
た
厚
生
労
働
省
が
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
な
こ
と
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
全
国
健
康
保
険
協
会

の
基
準
値
の
説
明
が
一
番
分
か
り
や
す
い
も
の
で
す
。

　

『
基
準
値
と
は
：
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
用
い
ら
れ
る

基
準
値
と
は
、
健
康
な
人
々
の
検
査
デ
ー
タ
を
統
計
的
に

算
定
し
た
数
値
の
こ
と
で
す
。
こ
の
デ
ー
タ
は
、
二
〇
～

六
〇
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な
人
の
検
査
成
績
を
も
と
に
、

上
限
と
下
限
の
二
・
五
％
ず
つ
を
除
外
し
た
も
の
で
、
残

り
の
九
五
％
の
人
の
数
値
が
基
準
範
囲
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
「
現
時
点
で
は
健
康
と
考
え
ら
れ
る
人
の
九
五

％
が
含
ま
れ
る
範
囲
」
が
基
準
値
と
い
う
こ
と
で
す
』
。

　

こ
の
説
明
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
基
準
値
か
ら

は
ず
れ
て
い
る
と
て
、
直
ち
に
服
薬
が
必
要
』
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
こ
と
で
す
。
特
に
、
高
齢
者
で
は
基
準
値
が

な
い
だ
け
に
、
服
薬
に
は
慎
重
さ
が
必
要
で
す
。
高
齢
者

で
は
、
若
い
人
に
比
較
し
て
、
薬
は
肝
臓
、
腎
臓
を
侵
し
、

副
作
用
が
で
や
す
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
昨
年
の
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
に

続
い
て
、
武
田
薬
品
な
ど
、
製
薬
企
業
の
研
究
不
正
の
報

道
が
続
き
ま
し
た
。
底
な
し
の
有
様
で
す
。
業
界
全
体
で

常
態
化
し
た
製
薬
業
界
・
医
療
界
の
不
法
行
為
に
対
し
て

は
、
違
法
行
為
の
取
締
ま
り
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
『
医
療
を
利
権
の
対
象
と
し
な
い
』
と
の

国
民
的
合
意
が
最
低
限
、
必
要
な
こ
と
で
す
。

中央診療所だより

平成26年10月1日（1）


